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１．はじめに 
当現場の⼀番の問題点は「住宅地に近接している場所で⾼さ 20ｍの地⼭を１：0.6 の

勾配に４段の法⾯で掘削し、残⼟ 5000m3 を搬出しなければならない」ことであった。 
⼤型重機作業による騒⾳、振動、搬⼊路の⼟埃、コンクリートはつり時の粉塵など対策
するべきことが多い。また朝⼣の時間の制約、搬⼊⾞両の制限などがある。騒⾳・振動・
ほこりなど仮設物を設置することで対応できるものはすべて⾏い、近隣への負担を最
⼩限にする⽅法を検討した。 
 
 

２．残⼟処理場の検討 
特記仕様書に残⼟処理業者が 8 社指定されていた。現場は北に東名⾼速、南に国道⼀

号線の間にあるが、国道⼀号線へ⾏くには道が狭いため⼤型ダンプは⼀度北上してか
ら南下する必要があった。したがって現場より南側の処理場は運搬距離が⻑くなって
しまう。この点と 1 ⽇の運搬回数を考慮し 4 社を選出した。 

      
運搬距離  処理費  受⼊量       その他 
 

A 社    中     中    ⼩    降⾬後の再開が遅い 
                      ⼀⽇の受け⼊れ量が決まっている 
 
B 社    近     ⾼    ⼤    運搬路が狭⼩すれ違い不可がある 
                      降⾬後の再開が遅い 
 
C 社    遠     低    中    降⾬後早期に開始 
                      受け取る⼟質に制限がある 
 
D 社    遠     低    ⼤    降⾬後早期に開始 
                      受け⼊れる⼟質にあまり制限がない 
 
   各社、それぞれ⼀⻑⼀短であるが、⼯程を考慮すると降⾬後に早期に開始できること

が現場の調整が容易になり、処理費⽤も安価なため C,D 社を選出した。ただ、運搬距
離が遠くなるためダンプをより多く確保する必要がある。C 社にほぼ確定するところ
であったが、受け⼊れる⼟質に制限があるため、どの⼟でも対応できるように 2 社を
選出することにした。このことにより降⾬での⼯程遅延を最⼩限にすることができた
と思われる。 

 



３．⼯事⽤進⼊路の検討 
   拡⼤図に⽰した⼯事⽤搬⼊路はもともと公園であった。⼤型ダンプの⾛路として耐

えうるものなのかを調べる必要があった。 
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  以上のような結果、現状ではダンプ⾛路として適さないことが判明した。安価に砕⽯道

路としての運⽤も考えたが、⾛路の維持管理が容易ではない。また防塵対策のため散⽔等
もしなければならない。これによりやや⾼額にはなるが敷き鉄板を設置することにした。 

 



４．施⼯中の防塵対策について 
 現場付近の地層は愛鷹ローム層と⾔われており、富⼠⼭などから噴出した⽕⼭灰が
堆積し、粘⼟化したものになる。この層は⾵化が早く、細粒分が多いため粉塵の⾶散が
考えられた。また降⾬の際には洗堀により汚⽔が流出することもある。⼯事着⼿前の地
元説明会では⾵による砂埃が議題に上がり、⼯事を進める上で解決しなければならな
い問題となった。この対策として以下に⽰すものを⾏った。 
 
① 掘削法⾯の保護 

当初、掘削⾯はそのままの設計であった。シート＋ネットの養⽣も考えたが、全
4 段（5m×4 段＝20ｍ）で⻑⼤になる、また今回の施⼯では埋戻しを⾏わないため
シートでは劣化により、再設置をおこなう可能性がある。今後の維持管理を考慮し
モルタル吹付での施⼯を協議した。法⾯を 1 段回施⼯するごとにラス張を⾏い、モ
ルタル吹付を⾏った。これによって法⾯⾵化を予防し、⾬⽔による⼟砂流出を防い
だ。施⼯途中では仮の沈砂池を設け段階的に外部へ排⽔した。 

 
② 掘削場所の防護 

 家屋に囲まれた場所での作業になるため、⾼さ４ｍの防塵ネット柵で掘削箇所と
ダンプの回転場所までを囲った。 
 

③ ⼯事⽤進⼊路の保護  
 前述でも記載してあるが、敷き鉄板をすることで⾛路の維持と防塵対策にもなっ
た。⾛路だけでなく、ダンプの回転場にも敷くことで⼀番、埃がたちやすい箇所を
保護することで、より防塵につながった。また残⼟処理業者を決める際にも決め⼿
になった降⾬後の早期再開ということは、現場にも⾔えることで、鉄板での養⽣は
少々の⾬や降⾬後でもすぐに再開することができ、⼯期の短縮にもつながった。 
 

 

現場状況 



５．周辺への対応 
① 地元説明会の実施と回覧配布 

⼯事に先⽴ち、事業内容と⼯期、どのような⾞両がどのくらい等、より具体的に
説明することで理解をしていただいた。町内会への回覧にも同様にできるだけ時期
と期間がわかるようにしたが、現場周辺の⽅々には直接伺い、より、密なコミュニ
ケーションをとるようにした。 

 
② 現場⼊り⼝には搬⼊⾞両（ダンプ、⽣コン⾞など）の予定を掲⽰した。 

 
③ ⽉毎の進捗状況を空撮し現場⼊り⼝に掲⽰した。 

 
④ 直近の⽅々にはより、細かい予定を直接報告した。 

 
以上のことや、⽇々の挨拶から現場の状況など近隣の⽅々と話ができるようにな

り地元説明会でも上がっていた、防塵対策も理解していただくことができた。 
 
６．⼯事を終えて 

 この地域は当社のある島⽥地区ではないため、かなりの不安をもって地元説明会に
望むことになった。そしてこの事業は国道 1 号線と伊⾖縦貫道を結ぶため、⻑年の渋
滞解消のために地域の⼈たちが早期開通を願う場所であったが、諸事情により遅れて
おり地元説明会では独特の雰囲気の中で始まった。そんな中での⼯事説明は緊張感が
あったが、⼯事でのやるべきことをきちんと理解してもらえれば、必ずうまくいくと信
じ、真摯に進めることができたと思う。 

近隣の⽅々には⼯事を終える際、まだまだ続くこの事業を他ではなく当社にやって
ほしいという⾔葉を聞いたとき、少しは⾃分のやっていたことを理解してもらえたの
ではないかと感じた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


